
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

発行 時代を刷新する会 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

 

大内尉義先生 

 

伊豆見元先生 

生 

松元 崇先生 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

大内尉義先生 

 

安倍元総理追悼休会 

 

コロナ休会 

 

河野克俊先生 

 

令和 ４ 年度 

月例会ダイジェスト 

1 月 

 

４月 

 

３月 

 

名越健郎先生 

 

コロナ休会 

 

コロナ休会 

 

2 月 

 

コロナ休会 

 

１２月 

 

今井 澂先生 
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同封資料 

『提言』第１２号 

「オミクロン株は感染

力の次元が違う」 

「科学技術部会レクチ

ャー報告」 

 

 

同封資料 

『提言』第１１号 

「オミクロン株で何が

起きるか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １月 新型コロナウイルス感染拡大のため休会 

一昨年・昨年と新型コロナウイルスのため、政

府の「緊急事態宣言」発令中を中心に、政府の自

粛要請に従って、月例会・部会・委員会を休会と

せざるを得ませんでしたが、昨年の 9 月に「緊急

事態宣言」が解除されましたので、当団体執行部

も、欣喜勇躍、１０月を初め１１月・１２月と、

可能なかぎり、再開してまいりました。 

そして、新しい変異種オミクロン株の海外流行

はありましたが、日本ではなんとか抑えきれるこ

とを期待して、新年こそは各種集会を本格的に開

催したいと考えておりましたところ、御承知のよ

うに、オミクロン株は感染力が極めて高く、昨今

では、東京都で毎日 1 万人前後、日本全国で５～

６万人という数字となり、いま、政府も、多くの

都道府県に「蔓延防止等重点措置」を発令し、国

民へ極力、自粛するよう求めております。 

こうした情勢なので、執行部は、慣例により、

内部の各部会長・委員長と電話相談いたしました

が、各位も、今の状況は、感染者が過去最高であ

り、先も見えない事態なので、ともかく２月中は

休会すべきだとの判断に達しました。２月末予定

の交通部会はいましばらく様子を見るとして、そ

の他の月例講話会・部会・委員会は、休会するこ

とに決しましたので、ここに、お知らせ申し上げ

ます。 

なにとぞ、会員の皆さまも、御了承下さいます

よう、御願い申し上げます。     （清原記） 

 

昨春から新型コロナ流行に伴い、当団体は、総務省の所

管であり、また月例会・部会・委員会を国会内の議員会館

会議室にて開催していることもあり、政府および東京都に

よる「自粛要請」特に総理の「緊急事態宣言」発令中は、

それに従い、月例会・部会・委員会を休会してまいりまし

た。 

しかし、日本では、本年９月下旬から、新型コロナ感染

率が急激に減少し、政府も「緊急事態宣言」を９月末をも

って解除されましたので、当団体も喜びいさんで、１０月

から、月例会、各種部会・委員会を再開してまいりました。 

 

しかるに、御承知のように、ここ数週間、沢山の変異株

ウイルスの中でも、アフリカにおいて、すでに猛威を奮っ

たデルタ株とは別に、「オミクロン株」なる変異株が出現

し、これがデルタ株の２倍もの感染力を持ち、すでにワク

チンを 2 回接種した人にも感染し、しかも、いま世界の４

０数カ国にて、感染者が増えつつある、という事態となり

ました。 

日本においても、空港において数名の感染者が見つかっ

ており、岸田総理大臣はじめ政府は、これが流行しないよ

う、全力を挙げて対処するが、国民にも一層の自粛を求め

ているという、現況です。そのため、当団体も、これに従

い、年末・年始は、極力自粛せざるを得ない、と判断いた

しました。理事兼部会長・委員長も同意見ですので、例年

正月にホテルで開催していた「新年懇親会」、また各部会・

委員会ごとに開催いたしておりました新年会は、自粛・休

会とさせていただきます。 

2 月以降については、今後の状況を見て、改めてお知ら

せ申し上げます。            （清原記） 

 

 

 ２月 新型コロナウイルス感染拡大のため休会 
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同封資料 

『提言』第１３号 

「高齢者が命を守るた

めの 細菌性肺炎対策」 

 

名越健郎先生 

拓殖大学特任教授（海外

事情研究所、元時事通信

社モスクワ支局長・外信

部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ３月 新型コロナウイルス感染拡大のため休会 

梅花美しき候ながら、なお変異株オミクロンの

感染数が多く、困惑・憂慮いたしておりますが、

まずは３月の月例会・部会・委員会についてのお

知らせを申し上げます。 

さて、一昨年・昨年と新型コロナウイルス対策

のため、政府の「緊急事態宣言」発令中はもちろ

ん、「蔓延防止等重点措置」発令中は、政府の自

粛要請に従い、月例会、各部会・委員会を休会と

してきました。しかし、３年目ともなると、諸外

国では、感染者の増加があっても、生活・経済活

動を優先・再開させてきております。現在の岸田

内閣においても、そうした方向性を採っておりま

す。 

そこで、３月をどうするかを考えましたが、当

団体では、月例会、部会・委員会については、一

昨年当初から、基本的には、その理事兼部会長・

委員長の御意見をうかがって、どうするか決定し

ておりましたので、今回も、その方式に従い、開

催するかどうするかを決定いたしました。その結

果、環境技術委員会・交通部会を再開する予定で

あります。ただ、３月前半は休会となることでも

あり、左記の資料を同封いたしました。            

（清原記） 

 

ちに、人が変わってしまい、側近の話にも耳を

貸さなくなってしまった。プーチンに会った各

国の首脳も、話がかみ合わないと証言している。

アメリカが民主党政権に代わったのも要因の一

つだ。トランプとは馬があったが、オバマとは

折り合いが悪く、バイデンも「殺し屋」と呼び、

これに怒ったロシアが兵力を増強していたこと

もある。この戦争は長期化し、ロシア軍もより

一層残虐化すると思われる。今アメリカが深く

介入しないのは、賢明な判断と思われる。もし

NATO 軍がウクライナを助けようとすれば、戦

略核兵器を躊躇なく使うだろう。 

日本の対ロシア外交も、成果を出せていたと

は言い難い。ロシアが経済的に困窮していた時

期に、経済援助をせず、まず北方領土の返還の

話から始めてしまった。軍事的に力を得た今で

は、戦争の結果得た領土と主張し、対話で返還

される見込みはない。 

 ウクライナ侵攻は、プーチンの独断で決断し

た。クリミアや東部二州の時は数日で侵攻に成

功したため、今回も５月８日にはウクライナ全

土の侵攻に成功することを見込んで北京五輪終

了後に作戦を始めた。しかし、今度はウクライ

ナ軍が激しく抵抗し、カナダも後方から支援し

ている。短期で終わるという見通しは極めて甘

かったといわざるを得ない。プーチンは、コロ

ナ禍で閉じこもって歴史書を読み漁っているう

 ４月 
ロシアの核兵器管理使用システム、プーチンの人間性・習性・意図について 

    ４月１２日（火） 参議院議員会館Ｂ１０５会議室 
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河野克俊先生 

前統合幕僚長・海将 

 

大内尉義先生 

東京大学病院元副院長、

虎の門病院前院長、専門

「老年内科・・循環器内科」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ウクライナ侵攻を見ると、目的の不明確、戦力

の逐次投入、根拠のない楽観という軍隊のやっ

てはいけない失敗をしていることがわかる。軍

隊の士気の低さがウクライナ軍の抵抗と相まっ

て長期化につながっている。KGB 出身のプーチ

ンは、軍隊を信用しておらず、戦争は人間がす

るものだということが分かっていないために、

指示が曖昧になり、士気が下がる。 

ロシアが核兵器使用をほのめかしたことによ

り、第二次世界大戦以後の国際秩序は崩壊し、

自衛のための核保有に正当性を与える契機とな

ってしまった。北朝鮮に対しても今後は核保有

国として対処しなければならない。北朝鮮のよ

うな国に経済制裁をしても効き目は無い。軍事

攻撃の可能性を示唆する方が効果はある。 

米中対立によって、日本はその最前線に立つ

ことになった。敵基地攻撃能力を持つことに国

民の反対の声は少なくなってきた。イージスア

ショアもあのまま行っていれば来年には完成し

ただけに残念だ。NATO が行っているに核シェ

アリングを参考にするのも一つの手だ。専守防

衛では、攻撃を受けてから対応するということ

で、核の傘に入っているということは、反撃す

るかどうかをアメリカの判断に委ねるというこ

とを意味する。これまでの日本の防衛戦略を見

直すとともに、憲法改正も待ったなしのところ

まで来ているといっていいだろう。 

 

老年内科という概念を１９５０年代から時代を

先取りして提唱していたのが、私の恩師であり、虎

の門病院２代目院長の冲中重雄先生である。５０年

代の日本の平均寿命は先進国でも低い部類だった

が、いまや日本の平均寿命は世界一である。６５歳

ではもはや高齢者と呼ぶのは適切ではない。重要な

のは、健康寿命をいかに伸ばし、平均寿命と健康寿

命との差を小さくするかである。認知症や寝たきり

になることを予防するためには、普段の生活習慣が

カギになる。認知症を予防するには、まず食生活を

改善し、動脈硬化を予防すること。動脈硬化は喫煙、

高血圧、運動不足、肥満といった危険因子がいくつ

も重なり合って、リスクが増す。魚食中心の和食は

認知症予防に最適だと考える。次に適度な運動。コ

ロナ禍でどうしても家に閉じこもってしまいがち

だが、週３回の有酸素運動が有効だ。対人関係を保

つ、社会的活動に参加する、知的な趣味を持って脳

を活性化するのも重要だ。 

骨粗鬆症や筋力の衰えといったフレイル（虚弱の

意味。大内先生が会長を務めていた日本老年学会が

提唱した）を予防するにも、生活習慣の改善が必要

になる。骨量が若者の７割になると危険信号だが、

カルシウムの低下、ビタミンＤ・Ｋの不足、リンや

カフェインやリンの過多、運動不足などの危険因子

がある。 

 

 ５月 
ロシアのウクライナ侵攻に伴う、わが国の国防！ 

５月２５日（水） 衆議院第二議員会館第６面談室 

 ６月 
７０歳以上の健康維持は、いかにあるべきか！ 

６月２９日（水） 参議院議員会館Ｂ１０９会議室 
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同封資料 

４月～６月の月例講話

会案内状 

 

 

同封資料 

「ウイルスと闘える体

を作る食事術」 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ７月 安倍晋三元総理の御冥福をお祈りし、休会 

報道にて御承知のように、７月８日、参議院議

員半数改選選挙最中、安倍晋三元総理には、奈良

市近鉄大和西大寺駅前にて、街頭応援演説中、背

後から近づいてきた男に、手製の銃砲で狙撃され

意識不明となられた。しかし、すぐ救急車・医療

ヘリで奈良県立医科大学附属病院へ運ばれたとの

ことなので、期待したのですが、午後５時３分、

御逝去された、との報に接しました。 

日本は、自由主義・民主主義が定着して７０余

年、それも民主主義の象徴たる選挙の最中に狙撃

されて亡くなるとは、全く予想外の暴挙で、怒り

にたえません。 

御親族の御心中、察するに余りあります。１１

日、亡き安倍晋三元総理の御冥福をお祈りいたし

つつ、私の名前のほか、「当団体会員一同」と記し、

御遺族様宛にお悔やみ状をお届けしました。 

安倍晋三先生は、御承知のように、当団体創立

会長・岸信介元総理の御孫様ですし、特に狙撃さ

れての御逝去ですから、私ども執行部としては、

大きなショックで、この７月中の月例講話会は、

休会して、喪に服したいと考えました。既に案内

状を発信した部会・委員会はそのまま行いますが、

月例講話会は休会し、静かに、お孫様・安倍晋三

元総理の御冥福をお祈り致したいと存じます。 

なにとぞ、御了承賜りますよう、よろしく御願

い申し上げます。 

（清原淳平記） 

 

暑中御見舞い申し上げます。 

さて、８月の集会の件、ここ３ヶ年にわたり新

型コロナとその変異株の件で、特に「緊急事態宣

言」中や「蔓延防止等重点措置令」中は、休会に

しておりましたので、その取り返しのため、今夏

は開催いたしたいと考えておりました。 

しかし、御承知のように、新型コロナも変異株

が次々と発生し、現今の第 7 波は、これまでより

ずっと大きい感染率を形成しており、また毎日

30℃を超す猛暑つづきですので、この 8 月は休会

とすることに決しました。 

どうか会員の皆さまにも、熱中症にかかりませ

ぬよう御自愛・御摂養のほど切にお祈りいたして

おります。 

なお、この度「オミクロン変異ＢＡ・５」など

変異株に罹らぬための資料を見つけましたので、

御参考にしていただきたい、と存じ同封いたしま

した。 

まずは、暑中御見舞、並びに 8 月休会のお知ら

せにて                敬具 

（清原淳平記） 

 ８月 新型コロナ及び猛暑のため休会 
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大内尉義先生 

東京大学病院元副院長、

虎の門病院前院長、専門

「老年内科・・循環器内科」 

 

 

松元 崇先生 

元大蔵省主計局次長・内

閣府政策統括官・・官房長・・

内閣府事務次官 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ９月 
 ７０歳以上の健康維持は、いかにあるべきか！  その２ 

９月２１日（水） 参議院議員会館Ｂ１０５会議室 

健康寿命を延ばすためには、治すだけでなく、生

活機能を維持することにより、治し・支える医療に

転換すること、フレイル・ロコモティブシンドロー

ム（運動機能障害）・認知症対策に国を挙げて取り組

むこと、ポリファーマシー（薬の飲みすぎ）対策に

取り組むことが必要になる。フレイル（虚弱）には、

筋力や口の中などの身体機能の低下だけではなく、

社会活動に参加する機会が減ることによる精神フ

レイルや孤独や貧困を原因とする社会フレイルも

あり、新型コロナの流行はフレイルの増加も招いて

いる。政産官学が連携し、フレイルやロコモは予防

でき、改善できるものだということを広めていきた

い。そして、８０歳を超えても気軽に外出できるよ

うな社会を作りたい。予防するには、まず食生活の

改善が必要だ。たんぱく質の摂取は、動物性だけで

なく、植物性でもよい。ビタミンＤも重要だ。魚類

に多く含まれるが、日光浴でも生成できる。膝の曲

げ伸ばしなどの簡単な有酸素運動も、最近は推奨さ

れている。認知症の予防も、やはり食生活の改善が

よい。 

薬の飲みすぎ問題については、６種類以上服用す

ると、ふらつき・転倒などの有害事象が発現する割

合が急増していることがデータで明らかになって

いる。薬害だけではなく、服用法の誤り、医師の指

示に従った服用をしていないなどがあるが、不眠や

しびれなどの症状を抑えるために神経に作用する

薬を過度に処方しているのも原因である。 

アベノミクスは、①金融緩和、②財政出動、③規

制緩和の３本の矢を掲げて、金融緩和を行い、積極

的な財政出動によって民間投資を喚起、就職難を解

消し、有効求人倍率は 1.5 に上昇。若者に希望を与

えた。ただし、③の規制緩和、特に賃金と企業収益

の好循環は道半ばである。生産性の向上がなけれ

ば、先進国ではなく衰退途上国になってしまう。 

過去の経済政策に学ぶことがあるとすれば、池田

内閣のブレーン、下村治が、国の財政投融資を契機

に生産性を向上させ、好景気を呼び込む考え方であ

る。ケインズも、成長戦略については、起業家精神

が経済成長をもたらすと述べていた。下村は、社会

インフラの充実・産業構造高度化への誘導・貿易と

国際経済協力の促進・人的能力の向上と科学技術の

振興・二重構造の緩和と社会的安定の確保を謳い、

池田内閣は所得倍増計画を選挙で掲げ大勝。安定政

権を手にし、経済成長率は平均１１％を維持、国民

の所得倍増を達成した。 

もう一つ、高橋是清は世界恐慌から立ち直るた

め、予算を５割増、窮乏町村への財政補給金や特別

助成、インフラ投資、貿易振興、中小工業支援策、

液体燃料政策などに予算を計上した。軍の予算を削

減したことで反発を買い、2.26 事件が起きてしまっ

たが、都市部は好況に沸いた。 

この２つの経済政策を活かし、イノベーションを

喚起するとともに、向上発展に乗れなかった人の援

助策が、失われた３０年からの脱却に必要だ。 

 １０月 
高橋是清翁を偲び、日本経済の再建を考える！ 

１０月１８日（火） 衆議院議員第二会館第７会議室 
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伊豆見元先生 

東京国際大学教授・・国際

政治学者、特に北朝鮮問

題の専門家 

今井澂先生 

日本の国際エコノミス

ト筆頭格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １１月 
ミサイル試射多発の北朝鮮に、どう対処すべきか！ 

１１月２４日（木） 衆議院議員第二会館第９会議室 

２０２２年は、金日成生誕１１０年、金正恩体

制１０年という節目の年であり、ミサイル試射多

発はそのために行われた。餓死者は減ったが、経

済政策といえばインフラ整備を後回しにして住宅

を建てており、北朝鮮国民は豊かになっていない。

そこで対外的に成果として求めたのがＩＣＢＭで

ある。もっとも、ＩＣＢＭといっても、一番重要

な大気圏に再突入しても耐えられるだけの耐熱性

と耐震性が今の北朝鮮の技術ではできない。もし

できたとしても、本当に日本の領土やアメリカの

領土に打ち込む気はない。それをやったら金正恩

体制が崩壊することが分かっているからだ。今年

の４回の実験結果を見てもほとんどは失敗。１１

月の最後の発射の時に娘とみられる人物と一緒に

見ているということは、戦争をする気はないとい

うメッセージであり、予算も尽きたとみられる。 

日米韓の軍事的連携が強化されたのは、ある意

味で北朝鮮のおかげだといえる。文在寅政権では

とても連携ができる状態ではなかったので、右派

政権に代わって、ようやく道筋ができた。アメリ

カ中心に拡大抑止の強化が求められるが、日本の

防衛力強化も必要だ。ミサイル防衛と反撃能力は

セットで考えたい。同時に、国交正常化の外交交

渉も進めたい。交渉が進んでいるうちはミサイル

を撃ってくることはないからだ。拉致問題の解決

を含め、外交交渉相手は金正恩体制ではなく、生

まれ変わった体制と行いたい。 

２０２３年からの日本経済の見通しは明るいと

私は見ている。マスコミはネガティブな情報を流

すが、ＩＭＦも同様の見解である。１０月３１日

～１１月１２日、イギリス・グラスゴーにて開催

されたＣＯＰ２６の主要論点は、各国がどれだけ

ＣＯ２削減に関して野心的な目標を掲げられるか

どうかと、パリ協定で積み残し課題となっていた

市場メカニズムに関するルール作りの２つであ

る。１１月１日と２日に行われた首脳級の「リー

ダーズサミット」には、衆議院総選挙を終えたば

かりの岸田文雄総理が出席。すべての国に野心的

な気候変動対策を呼び掛け、資金面での支援増加

も明言。世界各国から高く評価された。石炭火力

発電の削減について言及がなかったとして一部

NGOから非難する向きがあったが、非効率の石

炭火力発電所を減らす目標については言及してお

り、そのような批判はごく一部にとどまり、おお

むね日本に好意的だった。後半の会合には、新任

の山口壮大臣が１０カ国の大臣級と交渉の機会を

持った。 

後段のルール作りについては、途上国にもっと

踏み込んだ削減目標を掲げてもらいたい先進国と

更なる資金援助を求める途上国側との間でせめぎ

合いがあり、難航した。特に、優れた脱炭素技術

を途上国に輸出し、その成果をシェアする仕組み

の中で、途上国側の二重計上を防止するルール作

り、CO2だけでなくメタンも削減する目標を掲げ

る国とそうでない国との間の計上方法などの細か

いルール作りに関しては、日本の提案が受け入れ

られた。また、各国が５年毎に排出削減の中間報

告書を出すことになっているが、出したがらない

途上国側に対して、追加支援と引き換えに報告書

を出させることで合意した。 

 １２月 
世界経済の動向と日本経済の行方！ 

１２月１９日（月） 参議院議議員会館Ｂ１０２会議室 
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時代を刷新する会 
〒104-0028 東京都中央区八重洲２－６－１６ 北村ビル３階 

  03-3272-4320 FAX 03-3507-8587 
監修 清原淳平執行理事  
発行 令和５年 1 月 1 日  

http://www.jidaisassin.jp/ 

「時代を刷新する会」設立の趣旨と活動概要 

──何事も、時代を先取りして取り組んでゆこうとの趣旨・活動── 

 

 

 本会は、同じく岸信介元総理を会長とし、昭和５６年１０月、政治団体として設立

された。第２代会長は木村睦男元参議院議長、第３代会長は櫻内義雄元衆議院議長、

第４代として塩川正十郎元財務大臣、第５代会長代行に江口一雄衆議院議員、現在は

岸信夫衆議院議員が会長代行を務めている。防衛大臣在任中は、清原淳平専務理事

が代行を務める。当団体の設立趣旨は、「民主主義・自由主義体制を尊重しつつ、国

の内外に山積する基本的課題を根本から検討しなおすことにより、時代を刷新し精神

を作興して、国家・国民に新しい活力を生み出す」ことを目的とする。主として心あ

る学者・企業人・技術者など実務的専門家の多数をもって構成される。毎月の月例講

話会では、時宜に応じた講話を聞き、知識や親交を深め、また、内部に下記の専門部

会・委員会があって検討した結果、政府や社会へ発表・普及すべきだと判断した事項

については、要請書を起案・作成して政府等へ提出しており、その本数はこれまでに

１３８本に達している。部会・委員会については、法人格は異なるが、 (公財)協和協

会と協同して行う場合もある。 

 


